
◆企 画 名  ピア・コミュニティ春合宿 

日  程  平成 26年 3月 8日（土）～3月 9日（日） 

場  所  関西大学 飛鳥文化研究所・植田記念館 

参加者数  30名（ピア・サポータ 21名、教職員 5名、学生支援室 TA4名） 

目  的 

各コミュニティの良いところを学んで、今後自身のコミュニティの企画に活かす。 

また、合宿の企画を通して達成感、連帯感を生むことで、コミュニティのサポータ同 

士の交流を深める。 

内  容 

3月 8日（土）         3月 9日（日）  

10：30  関西大学総合図書館前 集合  8：00 朝食 

13：00 開会挨拶・館内説明   9：00 アイスブレイク  

13：20 Self Introduction    9：40 休憩・準備  

14：00 休憩・準備       9：50 職員によるワーク  

14：10 コミュニティ紹介    10：50 休憩・準備  

15：00 休憩・準備       11：00 心を表現・書道～思いを神に願うよりも紙に～  

15：10 コミュニティ「詳」介  12：00 昼食 

15：40 休憩・準備       13：00 ディベート  

15：50 文章の書き方      15：00 アンケート記入等  

16：50 休憩・準備       18：00 関西大学到着、解散 

17：00 ボディワーク 

18：00 夕食・入浴        

21：00 懇親会開始        

22：00 懇親会終了、就寝 

感  想 

今回の春合宿は大きなトラブルや、進行の遅れが生じることなく無事に終えることが
出来た。 

合宿終了時に実施したアンケートの評価も上々であったため今回の「ピア春合宿」は
概ね成功したと言える。 

しかし、参加者の減少や、合宿を行う意図や合宿の内容がピア・サポータ全員にうま
く伝わっていないなど多くの課題が発見された合宿でもあった。 

これらの課題を解決していくとともに、ピア合宿のさらなる充実を図り、普段のピア・
サポート活動に活かせるスキルを得てもらうことはもちろんのこと、普段面識のないピ
ア・サポータと交流してもらうことで、新たなピア・サポートを生み出すきっかけとな
るような場をピア合宿という形で、多くのピア・サポータに提供していけるよう、ピア・
コミュニティ運営本部として努力していきたい。 

改 善 点 

・「ピア合宿」がどういう意図で実施されているのか、どういうことを行っているのかを
知らないピア・サポータが存在することが判明した。合宿がどういうものであるか各
コミュニティに「合宿を実施する意図、企画内容」を直接説明することで、合宿に対
する理解を深めてもらい参加者増加につなげる。 

・いままでは合宿参加者を募集する際に、合宿で「なにをするのか」を公表することが
出来ていなかった。合宿班の結成時期、ニーズ調査を早め、合宿で「なにをするのか」
を決め、募集の際に公表できるようにする。  

・現在は代表者会議でニーズ調査を実施し、合宿の方針を決定している。しかし、代表
者会議でのニーズ調査がピア・サポータのニーズを反映しているとは言えないことが
判明した。代表者会議でのニーズ調査を徹底しピア・サポータのニーズをしっかり反
映した合宿を作っていく。 

 


